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抄 録

色彩嗜好および色彩の心理効果の性差について検討した。大学生７０名（男性２７名、女

性４３名）を対象とし、色彩に対する好み、および色紙（赤、橙、黄、緑、青、紫）を提

示する前と提示した後の気分について、SD 法を用いて回答させた。その結果、女性は

男性と比べて橙、黄を好み、男性は女性と比べて紫を好まないことが明らかとなった。

色彩の心理効果の方向性は男女で共通しており、男女ともに青・緑は気分を快の方向に

変化させ、赤・紫は不快の方向に変化させた。色彩の心理効果の大きさには性差が見ら

れ、赤・紫の不快効果は女性より男性で大きく、橙・黄色は女性においてのみ快の方向

に気分を変化させた。男性でより大きい不快効果を持った紫は、男性で好まれない色彩

であったこと、女性でのみ快の効果を持った橙・黄は女性で好まれた色彩であったこと

から、色彩の心理効果の性差は色彩嗜好と関連していることが示された。
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１．はじめに

色彩が人間の心理的側面に影響を及ぼすことは、経験的によく知られている。色彩の

心理効果については、これまでに数多くの研究がなされており、色彩提示により、時間

評価１）、作業効率２）、気分・情動２）、３）などが影響を受けることが報告されてきた。最近で

は、色彩による癒し効果を期待して、カラーセラピーを実施する外来も出てきている４）。

しかしながら、色彩の心理効果を治療やケアに用いるための根拠はまだ十分ではな

い。色彩が心理効果を持つという報告だけではなく、色彩が心理効果を持たないとの報

告も数多く存在する５）。また、色彩の心理効果を報告している研究間でも、どの色彩が

どのような影響を及ぼすかについては必ずしも一致した見解は得られていないのが現状

である。

色彩の心理効果について一致した見解が得られていない理由としては、実験に用いる

色彩刺激のトーン（明度・彩度）や、色彩の提示方法（色紙、照明、インテリアや壁の

色など）が十分に統制されていないことがあげられるが、文化差、性差、年齢差などの

個体特性があまり考慮されてこなかったことも原因の１つと考えられる。最近、

Hurlbert と Ling６）は、中国人とイギリス人の色彩の好みを比較し、色彩の嗜好には文化

を超えた性差が存在することを報告した。中国人は赤系統、イギリス人は緑系統を好ん

でいたが、男性と女性を比較すると、女性は男性より色彩の好みが赤系統にシフトして

いるという点において、文化を超えた共通の性差が存在していたのである。このことか

ら、Hurlbert と Ling は、色彩の好みの性差が、生物学的基礎を持つ現象である可能性

を示唆している。色彩嗜好の性差に一貫性が見られるのであれば、色彩の心理効果にも

性別による明確な違いが見いだせるかもしれない。そこで本研究では、性別が色彩の心

理効果に及ぼす影響を検討するために、トーンが等しく色相のみが異なる６色の色紙

（赤、橙、黄、緑、青、紫）に対する色彩嗜好と、色紙を見た後の気分の変化の性差に

ついて検討することを目的とした。

２．方 法

実験参加者：大学生７０名（女性４３名、男性２７名）。

色彩刺激：財団法人色彩研究所のＢ５判トーナルカラー９３色組の中から、トーンが等し

く（ビビッドトーン）、色相のみが異なる６色（赤：no．１、橙：no．４、黄：no．７、緑：

no．１１、青：no．１４、紫：no．１７）を選択し、１色につき１枚、合計６枚を色彩刺激とし

て使用した。トーナルカラーは、両開きのアルバム（縦１４．５cm×横２０．１cm、黒地）

の右側に１枚ずつ貼付け、異なる色刺激を同時に見ることがないように配慮した。ま

た、色彩の提示順序の効果を小さくするために、色紙の貼付け順序が異なる２０パターン

のアルバムを準備し、実験参加者ごとに異なるアルバムを用いた。

質問紙：色彩嗜好と気分の評価には SD 法（Semantic differential method）を用いた。

寺崎の多面感情尺度７）から感情状態を表す６つの形容詞を選択し、選択した形容詞と逆
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の意味になる言葉を日本語辞典から選出した。質問紙には、左側にポジティブな形容詞

（安心、好きな、気分がよい、のんびりした、落ち着いた、さわやかな）、右側にネガ

ティブな形容詞（不安、嫌いな、気分が悪い、緊張した、動揺した、気分を害した）を

配置し、現在の気分に「（左側の形容詞に）非常に当てはまる」「（左側の形容詞に）当

てはまる」「どちらともいえない」、「（右側の形容詞に）当てはまる」「（右側の形容詞

に）非常に当てはまる」の５択で回答してもらった。

手続き：大学構内（大学図書館や学生食堂）において、個別に実験への参加を依頼し、

その場で回答を求めた。実験参加者には色彩刺激のアルバムと７枚つづりの SD 法の質

問紙を配布し、まず「色を見る前の気分」について質問紙への回答を求めた．次に、ア

ルバムに貼った色彩刺激を１枚ずつ見てもらい、「アルバムに貼付けられている色彩刺

激を見て感じた気分」について同様の質問紙に回答してもらった。そのほか、ライフイ

ベントストレスに関する質問紙や色からイメージできる物・事に関する回答も依頼した

が、明確な結果が得られなかったため、これらの結果については本稿ではとりあげな

い。

統計解析：質問紙の回答結果は、「（左側の形容詞に）非常に当てはまる（２点）」「（左

側の形容詞に）当てはまる（１点）」「どちらともいえない（０点）」、「（右の形容詞に）

当てはまる（－１点）」「（右の形容詞に）非常に当てはまる（－２点）」として各色の形

容詞対ごとに得点化して分析に用いた。統計検定は、JavaScript-STAR version４．４．２j

（http : //www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/）を用いて行った。

３．結 果

（１） 色彩嗜好の性差

各色を見た後に被験者が回答した「好きな－嫌いな」の得点を図１に示した。「好き

な」の得点が高かったのは男性では青、女性では黄であった。「好きな」の得点が最も

低かったのは、男性では紫、女性では赤であった。図全体を見ると、女性は黄をピーク

図１ 各色彩に対する男性と女性の色彩嗜好（好きな－嫌いな）の得点。
（*：p＜．０５、**：p＜．００５；男性 v.s. 女性）
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とした山形、男性は青をピークとした山形になっており、女性の色彩嗜好が男性より赤

側に寄っていることがわかる。

色彩（赤、橙、黄、緑、青、紫）を被験者内要因、性別（男女）を被験者間要因とす

る２要因の分散分析を行った結果、色彩と性別の有意な交互作用が認められた（F＝

３．５３、df＝５／３４０、p＜．０１）。色彩別に性差を検討した結果、橙（F＝４．７８、df＝１／６８、

p＜．０５）、黄（F＝６．２３、df＝１／６８、p＜．０５）、紫（F＝７．６７、df＝１／６８、p＜．０１）で 性

差が有意であり、女性は男性よりも有意に橙、黄色を好むこと、男性は女性と比べて有

意に紫を好まないことがわかった。また、男性・女性ごとに色彩の効果に関する多重比

較（LSD 法、p＜．０５）を行った結果、男性は紫を最も好まず（紫＜赤、橙、黄、緑、

青）、橙よりも青を好むこと（橙＜青）、女性は橙・黄よりも赤を好まない（赤＜橙、

黄）ことがわかった。

（２） 色彩刺激による気分の変化について

図２～６に色彩刺激を見る前と見た後の５つの形容詞対「好きな－嫌いな」「気分が

よい－気分が悪い」「のんびりした－緊張した」「落ち着いた－動揺した」「さわやかな

－気分を害した」の得点を示した。まず、色彩刺激「提示前」の男女の形容詞対の得点

について、形容詞対ごとに対応のない t 検定（p＜．０５）を行い、色彩を見る前のベース

の気分に性差があるかどうかを検討した。その結果、女性より男性において「安心」（図

２）の得点が高い傾向（t＝１．９０、df＝６８、p＜．１）と、女性より男性において「落ち着

いた」（図５）の得点が高い傾向（t＝１．６８、df＝６８、p＜．１）があったが、いずれの形

容詞対についても５％水準での有意な性差は見られなかった。このことから、色彩提示

前の気分には統計的に有意な性差はなかったといえる。

次に、色彩提示前と提示後の気分に違いがあるかどうかを検討するため、各形容詞対

について色彩（色彩提示前、赤、橙、黄、緑、青、紫）を被験者内要因、性別（男女）

を被験者間要因とする２要因の分散分析を行った。色彩の主効果、または色彩と性別の

図２ 各色彩に対する男性と女性の「安心－不安」の得点。
（*：p＜．０５、色彩提示前 v.s. 各色彩）
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交互作用が有意であった場合は、色彩の効果に関する多重比較（LSD 法、p＜．０５）を

行った。多重比較の結果は、色彩提示前（ベースライン）との比較のみを記した。

「不安－安心」（図２）については、色彩と性別の交互作用が有意であったため（F

＝２．６７、df＝６／４０８、p＜．０５）、男女別々に多重比較を行った。その結果、男性では色彩

提示前と比べて、緑、青を見ると有意に安心が高まり、紫、赤を見ると不安が高まるこ

と、女性では橙、黄、緑、青を見ると有意に安心が高まることがわかった。

「気分がよい－気分が悪い」（図３）についても、色彩と性別の交互作用が有意であっ

た（F＝３９．２９、df＝６／４０８、p＜．０１）。多重比較の結果、男性では緑、青を見ると色彩

提示前と比べて有意に気分がよくなり、紫を見ると有意に気分が悪くなること、女性で

は橙、黄、緑、青で有意に気分がよくなり、紫で有意に気分が悪くなることがわかった。

「のんびりした－緊張した」（図４）では、性差は見られず色彩の主効果のみが有意

図３ 各色彩に対する男性と女性の「気分がよい－気分が悪い」の得点。
（*：p＜．０５、色彩提示前 v.s. 各色彩）

図４ 各色彩に対する男性と女性の「のんびりした－緊張した」の得点。
（*：p＜．０５、色彩提示前 v.s. 各色彩）
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であった（F＝２．２１、df＝６／４０８、df＝６／４０８、p＜．０５）。男女のデータをあわせて多重比

較を行った結果、緑、青を見ると色彩提示前と比べて有意にのんびりした気分が高まる

こと、赤、紫を見ると有意に緊張が高まることがわかった。

「落ち着いた－動揺した」（図５）では、性差は見られず色彩の主効果のみが有意で

あった（F＝４５．６１、df＝６／４０８、df＝６／４０８、p＜．０１）。男女のデータをあわせて多重比

較を行った結果、緑、青を見ると色提示前と比べて有意に落ち着いた気分が高まるこ

と、赤、黄、紫を見ると有意に動揺が高まることがわかった。

「さわやかな－気分を害した」（図６）では、性差は見られず色彩の主効果のみが有

意であった（F＝３９．３４、df＝６／４０８、df＝６／４０８、p＜．０１）。男女のデータをあわせて多

重比較を行った結果、緑、青を見ると色提示前と比べて有意にさわやかな気分になるこ

と、赤、紫を見ると「気分を害した」の方向に有意に変化することがわかった。

図５ 各色彩に対する男性と女性の「落ち着いた－動揺した」の得点。
（*：p＜．０５、色彩提示前 v.s. 各色彩）

図６ 各色彩に対する男性と女性の「さわやかな－気分を害した」の得
点。（*：p＜．０５、色彩提示前 v.s. 各色彩）
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表１は、以上の結果をまとめたものである。いずれの形容詞対についても、赤－紫の

色相軸で並べると、左端の赤が不快、橙・黄が中間、青・緑が快、右端の紫が不快とい

う関係がほぼ成立しており、快の気分と色彩との間には、青・緑を頂点とした逆 U 字

の関係が存在するといえる。性差については、赤、紫、橙、黄が気分に及ぼす効果に性

差が見られた。赤、紫では、「不快」方向への変化が起こり、その影響は女性より男性

で大きかった。すなわち、男女ともに赤、紫を見る事で「のんびりした」「さわやかな」

「落ち着いた」が有意に低下し、男性においてのみ、赤を見ることで「安心」が、紫を

見ることで「安心」「気分がよい」が有意に低下した。また、女性では橙を見ることに

よって、「安心」「気分がよい」が有意に上昇し、「快」の方向への気分の変化が起こっ

たが、橙は男性の気分には影響を及ぼさなかった。黄は、女性において「安心」「気分

がよい」を有意に上昇させたが男性には影響を及ぼさなかった。要約すると、色彩が気

分に及ぼす影響は男女でほぼ共通していたが、快方向への影響は女性で大きく、不快方

向の影響は男性で大きかった。

４．考 察

本研究の結果、色彩嗜好と色彩の心理効果には、有意な性差が存在することが示され

た。日本色彩研究所の１９９１年の調査８）では、女性が男性よりも赤、黄を好み、男性は女

性と比べて紫を好まないという色彩嗜好の性差が報告されている。本研究では、女性が

男性より赤を好むという結果は得られなかったが、女性が橙・黄のように赤－紫の色相

軸で赤寄りの色彩を好む傾向があるという点、男性が女性と比較して紫を好まないとい

う点で、日本色彩研究所の調査と一致した。また、Hurlbert と Ling６）は、イギリス人と

中国人において赤－緑の色相軸で性差を比較し、女性の色彩嗜好のピークが文化を超え

て赤側に偏ることを報告している。本研究では赤－紫の色相軸で性差を検討したため、

赤－緑の色相軸を用いた彼女らの研究結果と直接比較することはできないが、女性が赤

寄りの色彩を好むという点で類似した結果であった。

色彩の心理効果については、色彩が気分に及ぼす影響の方向性は男女で共通していた

表１ 色彩の心理効果のまとめ

赤 橙 黄 緑 青 紫

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

安心（不安） ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓

気分がよい（気分が悪い） ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓

のんびりした（緊張した） ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓ ↓

さわやかな（気分を害した） ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓ ↓

落ち着いた（動揺した） ↓ ↓ ↓ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓

↑は色彩提示前と比較して有意に上昇したこと，
↓は色彩提示前と比較して有意に低下したことを意味する（p＜．０５）。
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が、影響の大きさに性差が見られた。すなわち、男女ともに赤と紫は不快、青と緑は快、

橙はマイルドな快（または無効果）、黄はマイルドな快（または無効果）と不快の両方

の効果をもたらしたが、不快方向への影響は男性で大きく、快方向への影響は女性で大

きかった。効果に性差が見られた色彩は赤、紫、橙、黄の４色で、赤と紫の不快効果は

女性より男性で大きく、橙と黄は女性のみ「快」の効果をもたらした。橙と黄は男性よ

り女性において有意に好まれる色であり、男性においてより大きい「不快」効果をもた

らした紫は、女性より男性において有意に好まれない色であった。好きな色だから快の

効果をもたらすのか、快の効果をもたらすから好まれるのか、その因果関係は不明であ

るが、色彩が気分に及ぼす影響の性差は色彩嗜好の性差と関連して生じていると考えら

れる。

以上のように、性差は心理効果の量に影響したが心理効果の質には影響しなかったこ

とから、性差が色彩の心理効果に関する研究結果の不一致の原因になっている可能性は

低いと考えられる。それでは、なぜ色彩の心理効果の研究に不一致が見られるのであろ

うか。これまでの研究では、波長の長い色彩（赤）は興奮・覚醒を引き起こし、波長の

短い色彩（青、紫）は鎮静・リラックスを引き起こすことが示唆されてきたが９）、これ

を否定する研究も多く、一貫した知見は得られていない。本研究においても、波長の長

い赤の興奮・覚醒作用は確認できたが、波長の短い紫において沈静・リラックス効果は

見られず、赤と同様の興奮・覚醒作用が見られるという不一致が見られた。このような

不一致が見られた原因として、色彩の物理特性と認知特性が必ずしも一致しないことが

あげられる。波長から見ると、赤紫は赤よりもさらに波長が長く、青紫は青よりもさら

に波長が短いため、赤紫は興奮・覚醒、青紫は鎮静・リラックス効果を持つことが予想

される。しかし、日本語で「紫」と呼ばれる色彩は赤紫と青紫の両方を含んでいるため、

赤紫も青紫も「紫」として認知されることで、物理的な波長の長さとは異なった心理効

果を及ぼすのかもしれない。今回観察された紫の興奮・覚醒効果は、紫＝赤紫として認

識されたことによって生じたものかもしれず、色彩の物理的特性と色彩認識の双方を考

慮した上で、心理効果を再検討してみる必要がある。

色彩嗜好と色彩の心理効果に性差が見られる原因については明らかではないが、

Hurlbert と Ling６）は、女性が赤系統の色彩を好むのは、狩猟・採取生活において、赤や

黄の熟した果実を採取する仕事を主に女性が担当したためではないかと推測している。

すなわち、色彩嗜好の性差は文化的要因によって生じるものではなく、進化の過程で形

成された視覚系や脳の性差によって生じているというのである。彼女らの仮説を支持す

るデータは現時点では存在しないが、これまでほとんど検討されてこなかった色彩嗜好

の原因やメカニズムについて言及している点で興味深い。色彩嗜好、色彩の心理効果と

ホルモンレベルとの相関など、検討可能な実験系が想定できるが、色彩嗜好や色彩の心

理効果のメカニズムに踏み込む前に、研究間の不一致の原因を明らかにし、色彩嗜好と

色彩の心理効果を確実に再現できる共通の研究パラダイムを確立していく必要があるだ

ろう。
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Abstract

The gender differences in color preference and the psychological effect of color were

examined. Seventy college students (27 male and 43 female) were tested for color

preference and their mood state was evaluated by semantic differential method after

watching colored paper (red, orange, yellow, green, blue, or purple). It was found that

the females preferred to orange and yellow more than the to males whereas the males

less preferred to purple more than the females. Both males and females showed similar

color mood states ; blue and green made the mood comfortable, while red and purple

made the mood uncomfortable for both gender. The gender differences were observed

in the magnitude of the psychological effects of color ; uncomfortable effects of red and

purple were stronger in the males than in the females, and comfortable effects of orange

and yellow were observed only in the females. These findings suggest that gender

differences in the psychological effects of color were related to gender differences in

color preference.

Key Words : color preference

psychological effects of color

mood

gender differences
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